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新温泉町広報
－平成28年2月号－

vol.125

２月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　１月 10 日、「平成 28 年新温泉町成人式」を夢ホールで開催し、今年成人を迎えた 199 人
（出席 166 人）の門出を祝いました。（関連記事を２、3、26 ページに掲載）
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　メンバー 8 人は、成人式を新成人の手で作り上げるため、夜間など計 8 回集まり、
意見を出し合って式の準備を進めてきました。当日は、司会進行を務めるなど、成人
式を盛り上げてくれました。

 

平
成
28
年
新
温
泉
町
成
人
式
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す

寺口奈々美 山村幸那 田中絢帆

阪本嵩尭 福田大樹 山本良真 井上仁志

中井歩美

　

１
月
10
日
、
新
成
人
１
６
６
人
や
多

く
の
来
賓
、
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

夢
ホ
ー
ル
で
「
平
成
28
年
成
人
式
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
辞
で
岡
本
町
長
が
「
こ
れ
か
ら
い

ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
う
え

で
、
多
く
の
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
常

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
あ
ふ
れ

る
若
さ
と
パ
ワ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
ま

し
た
。
成
人
を
代
表
し
て
山
本
良
真
さ

ん
と
寺
口
奈
々
美
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
け
、
一
日
一
日
を
大
切
に

生
き
、
い
つ
か
胸
を
張
っ
て
自
分
の
人

生
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
へ
と
成

長
し
て
い
き
ま
す
」
と
成
人
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、新
成
人
の
門
出
を
祝
う「
宇

都
野
神
社
麒
麟
獅
子
舞
」
の
披
露
や
20

年
の
歩
み
を
振
り
返
る
「
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
」、実
行
委
員
が
準
備
し
た
「
ビ

ン
ゴ
大
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
、

朝
来
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
金
山
ゆ
い
さ
ん
が
登
場
。「
夢

は
声
に
出
そ
う
。
声
に
出
す
こ
と
で
周

り
の
人
が
協
力
し
て
く
れ
る
。
周
り
の

人
を
大
切
に
し
て
、
感
謝
し
て
、
夢
を

叶
え
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
、
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

「成人のことば」（山本さんと寺口さん）

「新成人へのメッセージ＆ライブ」
歌とトークで盛り上がりました
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新
成
人
の
抱
負

成
人
式
に
あ
た
り
、

抱
負
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

井
上
仁
志
さ
ん
（
浜
坂
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
や
っ
と
大
人
に
な

れ
た
気
分
で
す
。
ま
だ
ま
だ
周
り
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
自
分
で
す
が
、
い

つ
か
こ
の
新
温
泉
町
で
一
人
前
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

寺
口
奈
々
美
さ
ん
（
浜
坂
）

　

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
忘
れ
ず
、

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
で

す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
失
敗
か
ら
学
ぶ

こ
と
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
こ

と
で
、
経
験
を
積
み
、
人
と
し
て
成
長

し
て
い
き
た
い
で
す
。

山
村
幸
那
さ
ん
（
岸
田
）

　

私
は
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
友
だ
ち
、
全
て
の
人
々
に
感
謝
し
ま

す
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
成
人
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
、
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
岸
朝
香
さ
ん
（
井
土
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
家
族
や
周

囲
の
方
々
の
愛
情
や
支
え
に
感
謝
し
な

が
ら
、恩
返
し
を
す
る
つ
も
り
で
、日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

北
村
智
稀
さ
ん
（
浜
坂
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の
階
段
を

一
つ
登
り
ま
し
た
。
僕
は
小
学
生
の

頃
「
明
る
い
人
に
な
っ
て
周
り
を
笑
わ

せ
た
い
」
と
将
来
の
夢
に
書
き
ま
し
た

が
、
今
は
そ
ん
な
人
に
な
れ
て
い
ま
せ

ん
。
で
も
、
目
の
前
の
人
の
悲
し
み
に

共
感
で
き
る
人
に
は
な
れ
た
と
思
う
の

で
、
そ
ん
な
自
分
を
誇
ら
し
く
思
え
る

よ
う
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

阪
本
嵩
尭
さ
ん
（
浜
坂
）

　

今
年
で
二
十
歳
に
な
り
ま
す
。
区
切

り
の
歳
に
な
る
の
で
、
心
を
入
れ
換
え

て
様
々
な
事
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。
社

会
に
役
立
つ
人
間
に
な
れ
る
よ
う
自
分

磨
き
を
し
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
を
し
た
い
で

す
。

中
井
歩
美
さ
ん
（
浜
坂
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
今
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
持
ち
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
自
分
ら
し
く
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
井
良
則
さ
ん
（
大
阪
府
柏
原
市
）

　

無
事
成
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
家

族
、
友
人
、
先
生
な
ど
周
り
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
で

山
本
良
真
さ
ん
（
塩
山
）

　

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会

に
貢
献
し
、
新
温
泉
町
の
役
に
立
て
る

よ
う
活
躍
し
ま
す
。
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
常
に
目
標
に
向
か
っ
て
向

上
心
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
に
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
続
け
ま
す
。

田
中
絢
帆
さ
ん
（
浜
坂
）

　

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
周
り

の
方
々
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
ち
、
立
派
な
大
人
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

松
岡
優
希
さ
ん
（
岡
山
市
）

　

こ
う
し
て
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
今
ま
で
支
え
て
く
だ

福
田
大
樹
さ
ん
（
浜
坂
）

　

二
十
歳
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

何
事
に
も
前
向
き
に
挑
戦
し
、
社
会
に

何
か
し
ら
で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
生
活

し
て
い
き
ま
す
。
二
十
年
間
の
感
謝
を

忘
れ
ず
い
ろ
ん
な
人
に
恩
返
し
し
な
が

ら
頑
張
り
ま
す
。

中
野
桃
花
さ
ん
（
神
戸
市
）

　

成
人
を
迎
え
、
喜
び
と
共
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
や
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
両
親
に
感
謝
し
つ
つ
、
社
会
人

と
し
て
し
っ
か
り
と
前
を
向
い
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
澤
真
子
さ
ん
（
鳥
取
市
）

　

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
こ
れ
か

ら
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
大
人
と
し

て
の
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
日
々
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
業
に
励
み
、
将
来
は
人
の
役
に
立
て

る
人
間
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
っ
た
周
り
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

大
学
在
学
中
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
に
触
れ
、
少
し
で

も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
毎
日
を
大

切
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
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町政のうごきから

 南ソウル大学生による
海岸清掃活動が 10 周年を迎えました

　日本海沿岸の海洋ゴミの回収などを通じて環境問題を考える活動として、南ソウル大学校の学生を中心
に毎年行っている海岸清掃活動が今年で 10 周年を迎え、12 月 20 日、浜坂多目的集会施設で記念行事が
行われました。
　この行事には、韓国から来日した 35 人のほか、鳥取大学や広島大学、神戸大学の韓国人留学生、米子
工業高等専門学校のマレーシア人留学生、地元関係者など約 70 人が参加しました。

▼問合せ　商工観光課　℡ 82-5625

　

記
念
行
事
で
は
、
駐
神
戸
韓
国
領
事

館
の
元

ウ
ォ
ン

鴻ホ
ン

植シ
ク

領
事
が
記
念
講
演
を
行

い
、
今
年
で
国
交
正
常
化
50
周
年
を
迎

え
た
日
韓
関
係
の
歴
史
や
現
状
を
説

明
。
ま
た
、
南
ソ
ウ
ル
大
の
安ア

ン

秉ビ
ョ
ン

杰ゴ
ル

教
授
、
群ク

ン

山サ
ン

大
の
金キ

ム

潤ユ
ン

喆チ
ョ
ル

教
授
、
全

チ
ョ
ン

北ブ
ク

大
の
黄

フ
ァ
ン

義ウ

榮ヨ
ン

教
授
、
鳥
取
大
の
田
川

公
太
郎
准
教
授
が
、
環
境
問
題
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
、
日
本
文
化
な
ど
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
19
日
に
は
、
湯
村
温
泉
で
、

温
泉
入
浴
や
荒
湯
で
の
玉
子
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
湯
が
き
体
験
を
行
い
、
日
本

の
温
泉
文
化
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

20
日
の
朝
に
は
、
浜
坂
県
民
サ
ン

ビ
ー
チ
で
、
毎
年
恒
例
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
漂
着
物
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
21
日
は
、
浜
坂
高
校
を
訪

問
し
、
折
り
紙
教
室
や
茶
道
体
験
で
日

本
文
化
に
触
れ
、
高
校
生
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

▲講演する安教授。清掃活動の 10 年を紹介するとともに、環日本海の環境やエネルギーの問題を解説しました。

▲講演する元領事▲荒湯で湯がき体験

▲海岸清掃活動の様子▲茶道を体験する学生
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町政のうごきから

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ

災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

　

12
月
25
日
、
㈱
コ
メ
リ
が
設
立
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
の
笠
原
治
清
専
務
理
事
が
来
庁

し
、町
長
室
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
印
に
あ
た
り
岡
本
町
長
か
ら
「
い

つ
、
ど
こ
で
災
害
が
発
生
し
て
も
不
思

議
で
な
い
状
況
。
今
回
の
物
資
提
供
は

非
常
に
心
強
い
」
と
感
謝
を
述
べ
、
笠

原
専
務
理
事
は
「
日
ご
ろ
町
民
の
方
に

は
町
内
の
2
店
舗
を
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
恩
返
し
と
し
て
災
害

時
に
は
可
能
な
限
り
の
手
助
け
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
協
定
へ
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

ゴ
ダ
イ
株
式
会
社

　

1
月
19
日
、
ゴ
ダ
イ
㈱
の
浦
上
晃
之

社
長
が
来
庁
し
、
町
長
室
で
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
を
中
心
に
１
０
８
店
舗
を
展

開
す
る
同
社
。
災
害
時
に
近
隣
店
舗
か

ら
の
応
援
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
今
年
度
に
入
り
、
店
舗
の
あ
る
自

治
体
と
の
協
定
締
結
を
進
め
て
い
て
、

今
回
の
調
印
は
県
内
で
6
例
目
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
近
隣
の
店
舗
や
太
子

町
に
あ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
物

資
を
供
給
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定

　

新
温
泉
町
で
は
、
町
内
に
店
舗
を
構
え
る
２
社
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
、
各
店
舗
で
取
り
扱
う
商
品
か

ら
必
要
な
物
資
を
優
先
的
に
供
給
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

調印を終えた笠原専務
理事と岡本町長

調印を終えた浦上社長
と岡本町長

　

災
害
時
に
は
、
近
隣
の
店
舗
や
全
国

に
10
カ
所
あ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
物

資
を
供
給
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

原付・小型特殊・軽二輪等
税率（年額）

現行税率 新税率

原　　付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc ～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc ～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

2 輪の軽自動車 125cc ～ 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
2 輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円
雪上車 2,400 円 3,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他作業用 4,700 円 5,900 円

3 輪及び 4 輪以上

の軽自動車

初度検査年月日（※）
平成 27 年 3 月
以前

平成 27 年 4 月
以降

13 年を経過し
た車両（重課）

3 輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

4 輪
乗用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

  ※初度検査年月日は、自動車検査証に記載されています。

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、平
成
28
年
4
月
1
日
よ
り
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
初
度
検
査
を
受
け

た
、
排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
一
定
の
4
輪
車
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
分
の
税
率
を
軽
減
す
る
特
例
（
グ
リ
ー
ン
化
特
例
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

税
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
３

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
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み
ん
な
で
考
え
よ
う
「
ご
み
分
別
」

　

新
し
い
分
別
区
分
の
試
行
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
分
別
区
分
の
移
行

に
向
け
て
３
月
31
日
ま
で
実
施
し
、４
月
の
本
格
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

試
行
期
間
中
に
あ
っ
た
質
問

◆
燃
や
す
ご
み
の
日

Ｑ
1　

試
行
期
間
中
は
二
重
袋
で
出
せ

る
？

Ａ
1　

特
別
な
場
合
を
除
き
、
試
行
期

間
中
で
あ
っ
て
も
中
身
の
全
く
見
え

な
い
二
重
袋
は
出
せ
ま
せ
ん
。

Ｑ
2　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
二
重

袋
は
可
能
か
？

Ａ
2　

社
内
規
定
等
で
指
定
が
あ
る
な

ど
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
原
則
で

き
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
の
書
か
れ
た
書
類
等
は

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
等
で
細
か
く
す
る

か
、
個
人
情
報
の
記
載
箇
所
を
黒
塗

り
す
る
な
ど
し
て
自
衛
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ
3　

レ
ジ
袋
等
で
小
分
け
に
し
た

「
ご
み
」
を
そ
の
ま
ま
出
せ
る
の
？

Ａ
3　

レ
ジ
袋
等
の
小
袋
で
出
せ
る
も

の
は
「
紙
お
む
つ
」
等
の
第
三
者
に

見
ら
れ
た
く
な
い
物
に
限
り
ま
す
。

普
段
の
「
生
活
ご
み
」
は
、
そ
の
ま

ま
町
指
定
袋
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。　

◆
び
ん
の
日

Ｑ
1　

ア
ル
ミ
缶
を
出
す
日
は
？

Ａ
1　
「
缶
類
の
日
」
で
す
。

Ｑ
2　

ビ
ン
の
分
別
方
法
は
？

Ａ
2　

飲
食
用
の
ビ
ン
を
３
種
類
に
分

け
ま
す
。
紙
の
ラ
ベ
ル
は
付
い
て
ま

ま
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
割
れ

た
飲
食
用
の
ビ
ン
も
含
み
ま
す
。

Ｑ
3　

蛍
光
管
類
の
出
し
方
は
？

Ａ
3　

蛍
光
管
（
直
管
、
丸
管
）
の
み

で
す
。
豆
電
球
や
白
熱
球
は
「
缶
類

の
日
」
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し

た
一
斗
缶
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
缶
の
日

Ｑ
1　
「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」
を
出
す

日
は
？

Ａ
1　
「
び
ん
の
日
」
で
す
。

Ｑ
2　

飲
料
缶
の
キ
ャ
ッ
プ（
金
属
製
）

や
缶
詰
の
フ
タ
の
出
し
方
は
？

Ａ
2　

全
て
分
別
区
分
「
金
属
類
」
で

す
。（
フ
タ
が
付
い
た
ま
ま
の
缶
詰

の
缶
は
分
別
区
分
「
ス
チ
ー
ル
缶
」

で
出
し
ま
す
。）

Ｑ
3　

飲
料
用
ス
チ
ー
ル
缶
と
、
缶
詰

の
缶
な
ど
の
缶
は
混
ぜ
て
出
す
？

Ａ
3　

混
ぜ
ず
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
必
ず
別
の
コ
ン

テ
ナ
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
4　

ア
ル
ミ
製
の
「
ス
プ
レ
ー
缶
」

の
出
し
方
は
？

Ａ
4　

分
別
区
分
「
ス
チ
ー
ル
缶
」
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
分
別
区
分「
ア

ル
ミ
缶
」
は
飲
料
用
の
ア
ル
ミ
缶
の

み
が
対
象
で
す
）

　

試
行
期
間
の
詳
し
い
内
容
は
、
12
月

10
日
発
行
の
チ
ラ
シ
「
新
し
い
ゴ
ミ
の

分
別
試
行
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
で
は
、「
分
別
の
勘
違
い
」

を
地
区
・
町
内
会
ご
と
に
書
面
で
説

明
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
町
域
で
ほ
ぼ
似
通
っ
た
内
容
で
し

た
の
で
、
広
報
で
の
お
知
ら
せ
に
予

定
を
変
更
し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
は　
　
　
　
　

　
　

大
切
な
家
族
で
す

　

最
近
、
首
輪
の
無
い
「
犬
や
猫
」
の

保
護
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
屋
外
で
放

置
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
は
事
故
等
に
巻

き
込
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト

を
屋
外
に
出
す
場
合
は
リ
ー
ド
を
付

け
、
事
故
等
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
の
た

め
に
首
輪
等
に
飼
い
主
の
連
絡
先
等
を

付
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
４
月
は
狂
犬
病
集
団
予
防
接
種
の
時

期
で
す
。
狂
犬
病
予
防
接
種
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

※
迷
い
猫
（
野
良
猫
）
の
餌
付
け
は
周

辺
住
民
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
は
禁
止
で
す

　

屋
外
で
の
「
ご
み
」
の
焼
却
は
違
法

で
す
。「
ご
み
」
は
必
ず
「
ご
み
処
理

施
設
」
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
田
の
畔
焼
」
な
ど
は
、
役

場
と
美
方
広
域
消
防
本
部
に
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。　
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◆
浜
坂
地
域
（
４
箇
所
）、温
泉
地
域
（
16
箇
所
）

の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
は
廃
止
し
ま
す
。

◆
毎
月
１
日
の
消
防
団
定
期
訓
練
時
の
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
は
中
止
し
ま
す
。

◆
火
災
時
（
建
物
・
林
野
火
災
）
は
、
美
方
広

域
消
防
本
部
か
ら
防
災
行
政
無
線
（
浜
坂
地

域
）
と
多
重
情
報
伝
送
サ
ー
ビ
ス
網
（
温
泉

地
域
）
で
電
子
サ
イ
レ
ン
と
緊
急
放
送
を
行

い
ま
す
。
各
家
庭
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ス

ピ
ー
カ
ー
（
浜
坂
地
域
）、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
網
の
告
知
端
末
（
温
泉
地
域
）
と
屋
外
放

送
設
備
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
れ
ま
す
。

＊
２
月
に
町
の
防
災
行
政
無
線
と
美
方
広
域

消
防
本
部
の
指
令
通
信
指
令
台
を
接
続
し
ま

す
。
接
続
後
は
通
信
指
令
台
に
よ
る
電
子
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
と
自
動
放
送
に
な
り
ま
す
。

◆
火
災
発
生
時
は
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
火
災

発
生
場
所
を
お
知
ら
せ
す
る
放
送
を
行
い
、

鎮
火
放
送
、
誤
報
放
送
な
ど
は
放
送
の
み
行

い
ま
す
。

　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　現在複数名必要なサービスに関しましては、しばらくの間土日祝
祭日のみとさせていただきたいので、ご了承お願い申し上げます。
　サービス料金　一時間 1,500 円（税別）でお伺います。サービス期間は今年度中
となっておりますので、この機会に一度お試し下さい。 [ 新温泉町（旧浜坂町）三
谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。

（軽トラック使用料   1 回 /1 日   4,500 円、草刈り機レンタル料   1 回 /1 日   3,000 円）]
お見積もり無料　 大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】お知らせいたします。

げんちゃん

火災時は、電子サイレンと緊急放送でお知らせします

（屋外）（屋内）

浜坂地域温泉地域

ケーブルテレビの告知端末 屋外スピーカー防災行政無線の有線放送設備

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

「
ご
み
」
の
直
接
持
込
に

つ
い
て
の
お
願
い

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
は
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
ご
み
を
受
入
れ
ま
す

が
、
こ
の
受
入
れ
は
施
設
建
設
工
事
の

試
運
転
期
間
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
工
事
期
間
の
７
月
31
日
ま

で
の
間
は
、
工
事
車
両
も
場
内
を
通
行

し
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
、
で
き
る

だ
け
個
人
で
の
直
接
搬
入
は
避
け
、
お

住
ま
い
の
市
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
収
集
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
持
込

み
に
関
し
て
も
、
持
込
み
回
数
を
減
ら

す
よ
う
に
調
整
し
て
い
た
だ
き
、
場
内

で
の
車
両
通
行
上
の
安
全
確
保
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

北
但
行
政
事
務
組
合

　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
緊
急
放
送
が
変
わ
り
ま
す

　

町
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
一
刻
も
早
く
町
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
す
る
と
と

も
に
、
消
防
団
の
出
動
を
促
す
た
め
、
美
方
広
域
消
防
本
部
か
ら
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と

緊
急
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
は
、
消
防
救
急
無
線
の
電
波
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
同
無
線
が
ア

ナ
ロ
グ
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル
波
に
替
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
３
月
１
日
か
ら
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
と
緊
急
放
送
の
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１
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放課後児童クラブ利用者募集

　保護者が仕事などで昼間家にいない小学生を対象
に、放課後に遊びや生活の場を提供し、健全な育成
を図るために開設している「放課後児童クラブ」の
平成 28 年度利用者を募集します。

◆開設場所　◎はまさか北児童クラブ
　　　　　　　（浜坂北小学校味道館）
　　　　　　◎おんせん児童クラブ
　　　　　　　（保健福祉センターすこやか～に）
◆開 始 日　４月１日（金）午前８時～
◆開設時間　◎月～金曜日
　　　　　　　小学校終業時刻～午後６時
　　　　　　◎土曜日、小学校休業日（春、夏、冬）
　　　　　　　午前８時～午後 6 時
　　　　　　※午後７時まで延長可（要事前申込み）
◆対　　象　小学校の児童（1 年生～ 6 年生）
◆定　　員　１か所につき、おおむね 30 人
◆利用料金　半日…250 円、１日…500 円
　　　　　　※月ごとの負担限度額
　　　　　　▪４月、７月、12 月、１月、３月
　　　　　　　　　…月額　7,000 円　
　　　　　　▪５月、６月、９月、10 月、11 月、
　　　　　　　２月…月額　6,000 円　
　　　　　　▪８月…月額 10,000 円　
　　　　　　※利用料金の減免
　　　　　　▪生活保護法に規定する要保護者
　　　　　　　　　　　　　　　　…全額免除
　　　　　　▪上記に準ずる世帯　…半額免除
◆その他費用　保険料…1 人月額 160 円、おやつ代…１回 30 円
　　　　　　延長料金…１回 250 円
◆そ の 他　送迎は、保護者の責任で行ってください。
◆申 込 み　随時、受け付けています。
　　　　　　※４月１日（金）から利用する場合は、
　　　　　　　２月 26 日（金）までに申し込んでください。
◆申 込 先　こども教育課または各児童クラブ

　　　　―問合せ―　こども教育課　℡ 82-5627

上下水道課からお願いとお知らせ
◎町水道を消雪に使わないようにしましょう
　毎年、水道水を消雪に使用される家庭が多く、

飲料や緊急時に使用する水量が不足します。

　消雪に水道水を使用しないようご協力をお願い

します。

◎水道管の凍結防止対策はお済みですか
❖対策
　　むき出しになっている

水道管や蛇口に、保温材

や 毛 布 な ど を 巻 き 付 け、

その上からビニールなど

を巻きましょう。

❖凍ってしまったら
　　蛇口は開けたままにせず必ず閉め、自然に解

けるのを待ってください。急に熱湯をかけると

水道管や蛇口が破裂するおそれがあります。

❖破裂してしまったら
　　メーターボックス内のバルブを閉めて水を止

めてください。破裂した部分に布などを巻き付

け、応急措置をして、すぐに水道工事店に連絡

して修理してください。

　　水が止まらないときは上下水道課に連絡して

ください。

―問合せ―
上下水道課　施設係　℡ 82-3114

町政のうごきから
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▼売却物件　学校給食センター不要物品（中古品）
物件
番号 物件名称 規格・寸法等 数量

1 殺菌灯付食器保管コンテナ① W1600 × D800 × H1450(mm) 棚 3 段 1
2 殺菌灯付食器保管コンテナ② W1600 × D800 × H1450(mm) 棚 4 段 1
3 電気冷蔵庫（検食保管庫） W600 × D600 × H1635(mm)　 1
4 包丁まな板消毒保管庫 W600 × D600 × H1430(mm)　 1
5 深皿 ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W190 × H37(mm) 915
6 菜皿 ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W158 × H26(mm) 262
7 平皿 ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W160 × H22(mm) 107
8 カレー皿 強化磁器・給食用・W220 × H38(mm) 88
9 特大飯碗 強化磁器・給食用・W165 × H64(mm) 31

10 うどん丼① ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W157 × H70(mm) 501
11 うどん丼② 強化磁器・給食用・W178 × H71(mm) 154
12 ボール① ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W145 × H61(mm) 27
13 ボール② ﾒﾗﾐﾝ食器・給食用・W146 × H52(mm) 73
14 おたま ( 大 ) 給食用・L= 約 320mm 11
15 おたま 給食用・L= 約 310mm 135
16 うどんおたま 給食用・L= 約 260mm 55
17 トング 給食用・L= 約 235mm 9
18 麺トング 給食用・L= 約 200mm 10
19 スプーン ( 大 ) 給食用・L= 約 180mm 108
20 スプーン 給食用・L= 約 150mm 63
21 フォーク ( 大 ) 給食用・L= 約 180mm 355
22 ナイフ 給食用・L= 約 220mm 12

※物件番号 5 ～ 22 は、「複数落札入札制（国税徴収法第 105 条）」による入札

▼
入
札
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
最
低
売
却
価
格　

有
（
非
公
表
）

▼
参
加
申
込
期
限

　

２
月
22
日
（
月
）
午
後
１
時

▼
問
合
せ　

総
務
課　

管
財
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な

い
次
の
財
産
に
つ
い
て
、
購
入
希
望

者
を
募
り
、
売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時

　

２
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時

町
有
財
産
（
物
品
）
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
北
村
賢

二
様
（
埼
玉
県
上
尾
市
）
か
ら
寄
付
い
た

だ
い
た
２
０
０
万
円
（
平
成
26
年
4
月
17

日
付
寄
付
受
入
。
26
年
度
末
に
新
温
泉
町

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
に
積
立
し
、
27
年

度
事
業
に
充
当
）
を
も
と
に
加
藤
文
太
郎

記
念
図
書
館
に
「
北
村
文
庫
」
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、「
新
温
泉
町
多
子
の
方
々

か
ら
懇
意
に
し
て
い
た
だ
き
、
何
か
恩
返

し
を
し
た
い
」
と
い
う
北
村
様
の
亡
母
で

あ
る
秋
子
様
の
生
前
の
ご
意
思
に
沿
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

絵
本
や
児
童
書
を
中
心
と
し
た
約

６
５
０
冊
の
書
籍
を
は
じ
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
な
ど
を

整
備
。
各
種
蔵
書
の
充
実
に
よ
っ
て
、
児

童
・
生
徒
や
子
育
て
世
代
の
利
用
、
こ
ど

も
園
や
学
校
等
の
団
体
利
用
な
ど
、
さ
ら

な
る
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
で

　
　
　

図
書
等
を
整
備
し
ま
し
た

プロジェクターも整備

購入した図書など

新しい本を手に取る子どもたち
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合
併
10
周
年
記
念

 
小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
紹
介

新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

◇
小
学
校
低
学
年
の
部

浜
坂
東
小
学
校
一
年　

松
本
葉は

愛あ

斗と

　　

ぼ
く
は
、
み
お
の
う
み
が
だ
い
す
き

で
す
。
お
よ
げ
た
り
、
か
い
や
さ
か
な

が
と
れ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
と
し
の
な
つ
や
す
み
は
、「
ず
め
」

や
「
た
ば
こ
に
し
」
を
と
っ
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
ゆ
が
い
て
も
ら
っ
て
た
べ

ま
し
た
。
た
ば
こ
に
し
は
に
が
か
っ
た

け
ど
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お
と
う

さ
ん
は
、「
が
ぞ
う
」
や
「
さ
ざ
え
」

「
あ
わ
び
」
を
と
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
が
ぞ
う
の
お
し
る
は
だ
い
す
き
な

の
で
、
よ
く
お
か
わ
り
を
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
み
お
の
う
み
で
小
さ
い
た

い
を
み
つ
け
ま
し
た
。
ぴ
か
ぴ
か
ひ

か
っ
て
、
た
い
よ
う
み
た
い
で
し
た
。

あ
じ
つ
り
を
し
て
い
た
み
お
の
お
じ
さ

ん
が
、
つ
り
を
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
じ
ょ
う
ず
だ
な
あ
。」
と
い
っ
て
く
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
、

お
と
な
に
な
っ
て
も
、
か
い
や
さ
か
な

を
と
り
た
い
で

す
。
じ
ょ
う
ず

に
な
り
た
い
の

で
、
こ
れ
か
ら

も
、
お
と
う
さ

ん
や
み
お
の
ひ

と
に
、
お
し
え

て
も
ら
い
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

◇
小
学
校
高
学
年
の
部　
　
　
　
　
　

照
来
小
学
校
五
年　

長
谷
坂
咲さ

き

　

今
年
で
新
温
泉
町
に
合
併
し
て
、
十

周
年
に
な
り
ま
す
。
新
温
泉
町
に
は
、

素
晴
ら
し
い
自
然
や
風
景
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

湯
村
と
い
え
ば
、温
泉
が
有
名
で
す
。

町
の
中
心
の
荒
湯
か
ら
は
、
九
十
八
度

の
熱
湯
が
一
分
間
に
四
百
リ
ッ
ト
ル
も

湧
き
出
し
て
い
ま
す
。そ
の
湧
出
量
は
、

千
百
五
十
年
も
前
か
ら
今
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
春
に
は
、
泰
雲
寺
の
し
だ

れ
桜
が
き
れ
い
で
す
。こ
の
桜
の
木
は
、

樹
齢
約
二
百
五
十
年
で
兵
庫
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
坂
に
は
美
し
く
豊
か
な
海

が
あ
り
ま
す
。
漁
業
も
盛
ん
で
、
冬
に

な
る
と
日
本
海
の
名
産
「
松
葉
ガ
ニ
」

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

は
、
授
業
で
遊
覧
船
に
乗
っ
て
山
陰
海

岸
を
見
学
し
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
か

け
て
で
き
た
い
ろ
い
ろ
な
色
や
形
を
し

た
岩
石
や
、
動
物
の
形
を
し
た
岩
を
見

て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
自
然

を
守
る
た
め
に
、平
成
二
十
二
年
に「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
春
に
は
、
田
君
の
バ
イ
カ
モ
の

真
っ
白
な
か
わ
い
い
花
が
川
一
面
を
う

め
つ
く
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
住
ん
で
い
る
照
来
は

周
り
が
緑
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
て
、

空
気
も
水
も
き
れ
い
で
す
。
春
は
稲
の

苗
が
風
に
揺
れ
て
、
心
地
よ
い
で
す
。

秋
に
な
る
と
黄
金
色
に
変
わ
っ
た
穂
か

ら
、
お
い
し
い
お
米
が
と
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
私
の
家
の
裏
の
草
太
山
に
登
る

と
、
照
来
盆
地
を
囲
む
七
つ
の
村
を
見

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
愛
宕
山
に

あ
る
但
馬
牧
場
公
園
で
は
、
但
馬
牛
や

羊
、
う
さ
ぎ
や
鳥
な
ど
た
く
さ
ん
の
動

物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最

近
で
は
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
昔
は
私
の
家
で
も
牛

を
飼
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
照
来
に
は

雪
も
た
く
さ
ん
降
り
、
私
た
ち
の
学
校

で
は
、
毎
年
二
回
の
ス
キ
ー
教
室
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
若
い
人
が
都
会

に
出
て
し
ま
い
、
ど
ん
ど
ん
町
の
人
口

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
は
大
人
に

な
っ
て
も
、
こ

の
新
温
泉
町
に

住
み
続
け
た
い

で
す
。
そ
し
て
、

豊
か
な
町
の
自

然
を
い
つ
ま
で

も
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７
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申告と納期限等について  

復興特別所得税について  

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、画面の案

内に従って金額等を入力することにより、税額などが自動的に計算され、計算誤りのない

申告書を作成することができます。

平成２７年分の確定申告に当たっては、「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただき、

作成した確定申告書は、印刷して豊岡税務署に郵送等により提出してください。

また「ｅ－Ｔａｘ（電子申告）」を利用して提出することもできます。詳しくは、ｅ－Ｔ

ａｘホームページをご覧ください。

 
 

平成２５年分から平成４９年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付

をすることとされています。

復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に ％の税率を掛け

て計算した金額です。

※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

○ 平成２７年分の所得税等の申告及び納期限等は次のとおりです。

また、所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税の納税については、

便利で安全・確実な振替納税のご利用をお勧めします。

○ 確定申告書は、自分で作成してお早めに提出してください。

※ 郵送には、確定申告書に同封のチラシを活用した申告書送付用封筒をご利用ください。

○ 豊岡税務署の申告会場は、混雑状況や相談内容などによって長時間かかることがあります。

できるだけ午後４時までにお越しください。

■お問い合わせ先 豊岡税務署 個人課税部門 ℡（ ） ‐ ・

 申告・納期限 口 座 振 替 日

所得税及び復興特別所得税 ３月１５日 火 ４月２０日 水

消費税及び地方消費税 ３月３１日 木 ４月２５日 月

贈 与 税 ３月１５日 火

便利な振替納税で！

手書きで申告書を作成されている方へ

申告書は、国税庁ホームページで作成できます！！

作成コーナー国税庁ホームページ 検索

「『確定申告書等作成コーナー』って難しそうだな」という方へ

給与所得者又は公的年金所得者の方向けの申告書作成画面を新設しました。

初めての方でも操作しやすい画面になっていますので、是非ご利用ください。

「給与・公的年金」所得のみの方は必見！！

ＮＥＷ
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新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
町

民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を

進
め
る
た
め
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
審

議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
募
委
員
に
は
、
各
分
野
に
お
け
る

各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
町
が
選
任
し

た
委
員
と
と
も
に
、
新
温
泉
町
総
合
計

画
の
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

調
査
、
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

応
募
資
格
は
次
の
要
件

を
満
た
す
方

◇
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳

以
上
の
方

◇
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
町
の
審

議
会
等
の
委
員
を
３
以
上
兼
ね
て
い

な
い
方

◇
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
本
町
の
議

会
議
員
及
び
町
職
員
で
な
い
方

◇
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
い
る
方

◇
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
開
催

す
る
審
議
会
に
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
人
員　

2
人
程
度

▼
任
期　

平
成
28
年
4
月
1
日
～

　

平
成
29
年
３
月
31
日

▼
謝
金
等　

規
定
に
よ
り
報
償
費
及
び

交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類

◇
公
募
委
員
応
募
申
込
書

◇
小
論
文　

テ
ー
マ
「
新
温
泉
町
の

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
字
数

８
０
０
字
程
度
（
用
紙
は
自
由
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
期
限　

3
月
3
日
（
木
）
必
着

▼
提
出
方
法

◇
持
参　

企
画
課
又
は
温
泉
総
合
支
所 

地
域
振
興
課
へ

◇
郵
送　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
２
６
７
３
‐
1

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

 kikaku@
tow

n.shinonsen.lg.jp

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

 

新
温
泉
町
総
合
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　

 

公
募
委
員
募
集

人
権
擁
護
委
員
の
取
組
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

町
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
本
町
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
６
人
の
委
員

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
種
啓
発
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
人
権
教
室

　

い
じ
め
等
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
心
や
生
命
の
尊
さ
を

体
得
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
照
来
小
学
校
一
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

　

員
連
合
会
で
は
、
人
権
思
想

　

の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
、

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
人

　

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

　

施
し
て
い
ま
す
。
町
内
中
学

　

生
の
皆
さ
ん
に
も
、
学
校
生

　

活
や
地
域
の
活
動
な
ど
の
日

　

常
生
活
で
得
た
体
験
等
を
も

　

と
に
、
人
権
に
関
す
る
作
文

　

を
書
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま

　

す
。

◆
人
権
相
談
（
毎
月
一
回
）

　

人
権
相
談
日
を
開
設
し
、
町
民
の
人
権
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▽
と
き　

原
則
、
第
一
水
曜
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

浜
坂
地
域　

文
化
会
館

　
　
　
　
　

温
泉
地
域　

町
民
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ　

総
務
課
総
務
係　
　

℡
82
‐
３
１
１
１

人権作文コンテスト兵庫県大会で奨励賞を受賞し
た浜坂中 3 年の小南皓大さん（前列左）と段畑哲
也校長（前列右）、後列左から人権擁護委員の山本
緑さん、細川泰俊さん、井上修治さん
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山
元
町

  
復
興
支
援
通
信 

⑨

　

山
元
で
は
朝
夕
氷
点
下
の
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。今
朝
は
、道
路
に
う
っ

す
ら
積
も
っ
た
雪
が
凍
結
し
、大
渋
滞
。

普
段
40
分
の
通
勤
の
道
の
り
に
1
時
間

半
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

復
興
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
こ
の
原

稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
私
の
任
期
も

残
り
１
か
月
半
。
次
の
担
当
者
が
４
月

に
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
引

継
ぎ
の
準
備
を
整
え
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

市
街
地
の
整
備
で
は
、
災
害
公
営
住

宅
や
集
会
所
な
ど
の
計
画
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
移
転
者
と
役
場
と
の
ま

ち
づ
く
り
の
意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

も
上
手
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
あ
と
は
完
成
を
待
つ
の
み
で
す
。

　

課
題
が
残
る
の
は
、
移
転
し
て
き
た

被
災
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で

す
。
す
で
に
完
成
し
た
市
街
地
で
は
約

７
割
が
入
居
済
み
で
す
が
、「
隣
の
人

の
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
」「
ご
み
当

番
を
受
け
て
く
れ
な
い
」「
回
覧
板
を

回
す
の
に
３
週
間
か
か
る
」
等
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
ま
ず
は
ご
近
所
付

き
合
い
か
ら
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
い
つ
ま
で
も
支
援
に
頼

ら
ず
、
引
越
し
が
終
わ
れ
ば
自
己
責
任

で
」
と
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
化
率
50
％
に
も
な
る
災
害
公
営
住
宅

の
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
、
初
め
て
ご
近

所
同
士
で
暮
ら
し
、
か
つ
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
だ
支
援
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

復
興
庁
へ
窮
状
を
訴
え
、
ス
タ
ッ
フ
を

充
分
に
配
置
で
き
る
よ
う
支
援
継
続
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
か
ら
は
、
以
前
ご
紹
介

し
た
新
市
街
地
「
つ
ば
め
の
杜
」
の
住

所
を
付
け
直
す
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

大
字
・
小
字
が
つ
い
た
、
少
し
古
臭
い

（
？
）
名
前
か
ら
、「
つ
ば
め
の
杜
◇
丁

目
△
番
地
」
等
、
わ
か
り
や
す
い
名
前

に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
夏
の
実
施
に
向
け
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

便
利
に
な
る
反
面
、
免
許
証
、
登
記

簿
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
住
所
変
更

の
手
続
き
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
担
当
者
も

困
ら
な
い
よ
う
に
段
取
り
を
し
な
い

と
、
山
元
に
居
残
り
し
な
き
ゃ
な
ら
な

い
か
も
？
？

最後に残った市街地造成も急ピッチで進められています

新市街地の住所を整理し「◇丁目」の形にします

入居予定者と相談しながら公園や集会所の
設計を進めています

　

次
回
は
最
終
回
。
仕
事
も
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
。
い
い
話
で
終
わ
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
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H28（2016）.2.12

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

普通河川奥村川河川改
良工事 対田

L=20m　石積工L=20m
コンクリート擁壁工L=20m
ガードレール撤去・設置L=12m

2,732,400 平成 27 年 12 月 28 日
～平成 28 年 3 月 25 日 ㈱フローテック

（平成 27年 12月 16日～平成 28年 1月 15日契約分）

　

兵
庫
県
の
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
り
、「
国
道
９
号
沿
道
地

域
沿
道
型
広
域
景
観
形
成
地
域
」
の
指
定

区
域
及
び
基
準
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

当
該
広
域
景
観
形
成
地
域
内
の
住
民
及

び
利
害
関
係
人
で
指
定
案
に
意
見
の
あ
る

方
は
、
兵
庫
県
知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
図
書　

広
域
景
観
形
成
地
域
の
指

　

定
区
域
及
び
広
域
景
観
形
成
基
準（
案
）

▼
縦
覧
期
間

　

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
１
日
（
火
）

　

土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８

　

時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
縦
覧
場
所
及
び
連
絡
先

　

新
温
泉
町
建
設
課　

℡
82
‐
３
１
１
５

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
景
観
形
成
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
２
９
９

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

　

ま
ち
づ
く
り
建
築
第
２
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
１
１
２
２

▼
意
見
書
の
提
出
先

　

〒
６
５
０
‐
８
５
６
７

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
景
観
形
成
室

　
（
住
所
の
記
載
は
不
要
）

※
縦
覧
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
道
９
号
沿
道
地
域
沿
道
型
広
域
景

観
形
成
地
域
の
指
定
案
の
概
要

◆
指
定
の
趣
旨　

国
道
９
号
は
但
馬
地
域
を
東
西
に
横

断
す
る
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
そ
の
沿
道
に
は
但

馬
独
自
の
美
し
い
景
観
が
広
が
り
、
景
観
上
重
要
な

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
国
道
９
号
沿
道
地
域
を
沿
道
型
広
域
景

観
形
成
地
域
に
指
定
し
、
大
規
模
建
築
物
等
や
広
告

物
等
の
意
匠
や
色
彩
等
の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
ら
の

新
築
等
の
行
為
に
つ
い
て
届
出
を
義
務
づ
け
、
必
要

な
指
導
、
助
言
を
行
う
こ
と
で
、
沿
道
景
観
の
連
続

的
か
つ
一
体
的
な
保
全
と
創
造
を
図
り
ま
す
。

◆
景
観
形
成
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト　

 

『
但
馬
の
東
西
を

結
ぶ
、
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
暮
ら
し
と
お
も
て

な
し
の
空
間
を
保
全
・
創
造
す
る
沿
道
景
観
づ
く
り
』

◆
指
定
の
範
囲　

兵
庫
県
内
の
国
道
９
号
の
区
間
並
び

に
こ
れ
か
ら
展
望
で
き
る
区
域
で
国
道
9
号
の
路
端

か
ら
５
０
０
ｍ
以
内
の
区
域
（
国
道
３
１
２
号
重
複

区
間
及
び
景
観
形
成
地
区
を
除
く
）

◆
届
出
が
必
要
と
な
る
行
為

▽
高
さ
12
ｍ
超
、
も
し
く
は
建
築
面
積
５
０
０
㎡
超
の

建
築
物
の
新
築
等

▽
高
さ
12
ｍ
超
、
も
し
く
は
敷
地
面
積
５
０
０
㎡
超
の

工
作
物
の
新
築
等

▽
広
告
物
等
の
表
示
又
は
設
置

国
道
９
号
沿
道
地
域
沿
道
型
広
域
景
観
形
成
地
域
の

指
定
区
域
及
び
基
準

（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す

国道９号沿道の景観（鐘尾）
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　岸田川の上流、八田の右岸道は春の訪れをいち
早く感じさせてくれる魅力的な道です。先日の晴
れた日、竹田橋から右岸道を 遡

さかのぼ

ってみました。
今年はどんな花に出会えるだろうか、などと思い
ながら車を走らせていると、小さな渓流が道路下
をくぐって岸田川へと流れているところへ差しか
かりました。渓流の奥を見ると、入り組んだ雑木
のすき間から小さな滝が水しぶきをあげているの
が見えます。
　幅寄せに車を止めて滝近くへ歩いて行くと、足
元にはさまざまな早春の花が咲いています。開花
したばかりの野草の何と美しいこと。
　苔蒸した岩の上を覆っているのはユキノシタ科
のタチネコノメソウ（立猫目草）です。草丈は 5
～ 10㎝ほど。赤みを帯びた茎は柔らかで 1 ～ 2
枚の葉をつけています。茎葉と外側の葉には柄が
あり、葉身の縁は 5 ～ 7 の浅い鋸

きょ

歯
し

縁
えん

となって
います。葉は茎頂に集まって平開（平たく並ぶ）し、
黄色い直径 3㎜ほどの花を 2 ～ 3 個つけますが、
花弁は無く、花

か

盤
ばん

と呼ばれる皿の上に雌しべ１個
と雄しべ 8 個が入っています。花後、基部がふ
くらんで新しい芽が出て増えていきます。
　ネコノメソウの仲間では最も早い時期に花をつ
けるタチネコノメソウですが、地上部が枯れるの
も早く、早々と地下へ潜んでしまうので、人目に
つきにくいかも知れません。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

タチネコノメソウ
（ユキノシタ科）

 野草散歩（62)

国民年金からのお知らせ

日本年金機構におけるマイナンバー
の利用延期について

◆マイナンバーの利用延期について
　平成 27 年 9 月に「個人情報の保護に関する法律

及び行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律」

が公布され、日本年金機構においては、平成 28 年

1 月から予定していたマイナンバーの利用が延期と

なりました。

　日本年金機構では、当分の間、マイナンバーの利

用ができないため、お客さまからお届けいただく届

書・添付書類にマイナンバーが記載されている場合

には受付けることができません。したがって、日本

年金機構に各種届書及び住民票等の添付書類を提出

される場合には、マイナンバーが記載されていない

ものを提出してください。

　日本年金機構においてマイナンバーの利用が延期

されている間は、年金相談・照会、各種届出及び申

請には、引き続き基礎年金番号をご使用ください。

日本年金機構でのマイナンバーの利用開始時期は現

時点では未定です。

　　ー問合せー　日本年金機構豊岡年金事務所

　　　　　　　　℡（0796）22-0945

◆マイナンバーに関するお問い合わせ先
　「通知カード」「個人番号カード」に関することや、

マイナンバー制度についてのお問い合わせは、マイ

ナンバー総合フリーダイヤルへお願いします。

▽℡ 0120-95-0178（12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く、

平日 9:30 ～ 22:00、土日祝 9:30 ～ 17:30）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合

▽マイナンバー制度に関すること

　℡ 050-3816-9405

▽「通知カード」「個人番号カード」に関すること

　℡ 050-3818-1250



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

屁のような人生
水木しげる著/ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　妖怪漫画の大家・水木しげる氏の人生
の足跡を絵や写真等で綴った生誕八十八
年記念出版誌。少年時代に描いた幻の創
作童話絵本や、今では読めない名作の数々
も収録されている。水木しげるの全てが
詰まった貴重な一冊。

耳がよく聞こえる！ようになる本
中川雅文著/河出書房新社

　まず聴覚の仕組みを知って、耳を悪く
している原因等を理解すれば生活習慣か
ら難聴を防いだり適切な治療を受けるこ
とができる。また、セルフケアについて
も解説。「以前より聞こえが悪くなった」
と感じたら、まず読んでみませんか。

よるのとしょかんだいぼうけん
村中季衣作・北村裕花絵 / ＢＬ出版

　花町の図書館でぬいぐるみたちのおと
まり会が開催された。その夜、集まった
ぬいぐるみたちと本の世界から飛び出し
たちび騎士とあばれぐまのジャンボンは
思いがけない冒険をすることに…。ぬい
ぐるみたちが繰り広げる図書館ファンタ
ジー。

おとめの流儀
小嶋陽太郎著 / ポオウラ社

　中学生になったさと子が入部したのは
部員がたった１人の「なぎなた部」だった。
部員集めに奔走し、なんとか廃部を阻止
できたが、ある日突然、部長の独断で思
わぬ相手と試合をすることに…。真剣勝
負には胸が熱くなり、ユニークだけど爽
快で最後にぐっとくる青春物語。

くれよんがおれたとき
かさいまり作・北村裕花絵 / くもん出版

　友だちのゆうちゃんは、写生会の絵を
一緒に描いていた時、わたしの大切なく
れよんを折ってしまった。それがきっか
けで二人の仲はぎくしゃくしてしまった
…。二人の気持ちのすれ違いと仲直りを
描く友だち絵本。

 

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（2月号） 16

おはなし会　　　　　　　    
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆2月27日（土）　午後2時～
　『あったまろう』 他
◆3月12日（土）　午後2時～
　『まねっこたいそう うさぎちゃん』 他

大人の集うおはなし会　　    
　絵本や詩や民話など、なんでも自
由にみなさんで読み合う会です。お
気軽にご参加ください。
◆３月９日（水）　午前10時30分～
　『民話や昔話を楽しむ』他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29
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な
ど
の
商
品
づ
く
り
、「
但
馬
牛
」
の

商
標
化
、「
美
方
大
納
言
」
の
生
産
な

ど
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
商
品
に
は
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を

つ
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
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広報しんおんせん（2月号）

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｋ
さ
ん
（
40
歳
）
男
性

　

携
帯
電
話
に
大
手
企
業
か
ら
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
が
届
き
、
開
い
た
ら
「
有
料

動
画
閲
覧
履
歴
あ
り
、
登
録
解
除
の
連

絡
を
本
日
中
に
頂
け
な
い
場
合
、
身
辺

調
査
及
び
債
権
移
行
」
と
記
載
さ
れ
て

い
た
。
調
査
さ
れ
る
と
職
場
な
ど
に
迷

惑
を
か
け
る
と
思
い
電
話
を
か
け
た
。

　

担
当
者
と
名
乗
る
人
か
ら
「
年
末
に

当
社
の
有
料
動
画
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン

し
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
料

金
39
万
円
を
速
や
か
に
大
手
通
販
サ
イ

ト
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
う
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。
動
画
サ
イ
ト
を
見

た
覚
え
が
な

い
が
支
払
わ

な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
知

り
た
い
。

■
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

サ
イ
ト
利
用
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
と
同
様
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。
金

額
表
示
が
な
か
っ
た
り
、
確
認
メ
ー
ル

が
な
か
っ
た
場
合
は
契
約
が
成
立
し
て

い
な
い
の
で
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

携
帯
電
話
に
高
額
請
求
!?

ん
。
身
に
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
の
料
金

（
正
当
な
根
拠
の
な
い
）
請
求
に
は
応

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
事
業
者

か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
未
納
料
金
を
支

払
っ
て
し
ま
う
と
、
新
た
な
金
銭
の
要

求
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
他
に
も
こ
ん
な
被
害
が
あ
り
ま
す

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
の
架
空
請

求
の
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。「
サ

イ
ト
登
録
料
の
未
納
料
金
の
回
収
に
あ

た
り
強
制
執
行
す
る
」「
自
宅
や
給
料

の
差
押
え
を
行
う
」
な
ど
、
消
費
者
を

不
安
に
さ
せ
連
絡
を
取
ら
せ
る
よ
う
に

誘
導
し
ま
す
。
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
心
配
な
場
合
は
、
消
費
生

活
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
か
す
と
は
、
地
域

の
資
源
や
産
品
を
活
用
す
る
こ
と
で

す
。「
温
泉
」
や
「
自
然
」
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
地
域
の
産
物
を
販
売
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
と
ち
の
実
」
の
実
る
ト
チ
の
木
が

高
山
性
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
地

域
で
育
つ
の
は
深
い
渓
谷
が
気
温
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
、「
ワ
カ
メ
」
は
浅

い
磯
浜
と
肥ひ

沃よ
く

な
海
水
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
、「
お
い
し
い
コ
メ
」
は
棚
田

や
湿
田
の
粘
り
気
の
あ
る
泥
や
豊
か
な

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
特
産

品
の
販
売
で
は
、
地
域
の
自
然
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
マ
ツ
バ
ガ
ニ
」
に
タ
グ
（
荷
札
）

を
付
け
た
り
、三
尾
の
「
冷
凍
ワ
カ
メ
」

や
「
な
れ
ず
し
」、
湯
村
の
「
じ
ゃ
ぶ
」

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

産
業
（
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め

の
産
品
の
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
）

▼
問
合
せ
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 69

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▼タグの付いたマツバガニ▼但馬牛を使った商品

◀三尾の
　「なれずし」



18広報しんおんせん（2月号）

H28（2016）.2.12

まちの求人案内

　（パート）

平成 28 年 1 月 20 日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250
セコム㈱ 機械警備 18 以上 170

（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 200 ～ 220

准看護師 不問 200 ～ 210

㈱たじみや
事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 187 ～ 300
食品工場作業員 59 以下 138 ～ 146

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
事務員 不問 155 ～ 195

㈱マルワ渡辺水産

保冷車運転 64 以下 250 ～ 400
レジ係 不問 138 ～ 146
フロント係 不問 172
鮮魚 不問 190 ～ 250
料理長 不問 330 ～ 400
調理師 不問 230 ～ 300

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250
㈱織戸組 現場作業員 不問 166 ～ 302
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 50 以下 162 ～ 324
グループホームありがとう 介護員 不問 136 ～ 160
㈲西浦建築 大工 不問 280 ～ 380
株本建設工業㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 159 ～ 168
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 138 ～ 172
特定非営利活動法人　にーず 看護職 不問 172 ～ 207
特別養護老人ホームはまさかの里 調理員 不問 137
㈲アートライフ  タニタ 販売・配送 不問 170 ～ 210
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 134 ～ 136
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 185 ～ 200
㈱メフォス 給食調理 59 以下 170

栄養士 59 以下 200 ～ 220
㈱田中工業所 配管工 不問 180 ～ 250

土木技術者 不問 180 ～ 250
日本精機宝石㈱ 生産作業 40 以下 133 ～ 142
㈱円山菓寮 営業 59 以下 170 ～ 270

（温泉地域）

㈱井筒屋
サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254
会計スタッフ 不問 122 ～ 129
営業事務 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 181 ～ 183

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 177 ～ 210
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245

介護員 不問 161 ～ 180
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 140
㈱光商会 スタッフ 不問 154 ～ 206
赤坂土建㈱ 土木技術者 不問 200 ～ 300

㈱朝野家

予約係 不問 150 ～ 170
営業係 18 以上 150 ～ 170
販売係 不問 150 ～ 170
客室係 不問 194 ～ 216
営業一般事務 不問 140 ～ 150

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64 以下 146 ～ 400
㈱みさき 営業 35 以下 206 ～ 235
㈱とみや旅館 客室係 不問 194
湯快リゾート㈱ ホテル運営 59 以下 200 ～ 300
㈱いなば 警備員 18 以上 147 ～ 252
アイアンドエフビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

調理 45 以下 210 ～ 254
レストランスタッフ 45 以下 191 ～ 229

たじま農協 店舗内販売 不問 148

富士綜合警備保障㈱
営業・警備 18 以上 160 ～ 185
営業 不問 170 ～ 200
事務員 不問 149 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 794 ～ 2,100
㈱アルファ 保育・家事代行 不問 1,100 ～ 2,000

（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 800 ～ 850

守衛係 18 以上 1,000
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,500 ～ 2,000

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
新温泉土木事務所 技術嘱託員 不問 1,273
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品レジ 不問 794 ～ 944
㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 1,013
グループホームありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000
㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 800 ～ 900

総務・経理 不問 800
㈲山米鮮魚 事務員 不問 800 ～ 850

販売・加工 不問 800 ～ 850
㈱隆栄水産 レストランスタッフ 不問 850 ～ 1,000
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 35 以下 800 ～ 850
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,100
㈱メフィス 給食調理補助 不問 795

（温泉地域）
特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 860 ～ 1,000

調理員 不問 800 ～ 850

㈱井筒屋
料飲係 18 以上 950
まかない係 不問 800 ～ 850
食事会場スタッフ 不問 950
宴会場サポート 不問 950 ～ 1,000

ケービックス㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 800 ～ 820

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 800 ～ 950
㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 1,000 ～ 1,652

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000
売店スタッフ 不問 800
調理補助 不問 800 ～ 1,125
フロント予約 不問 800 ～ 1,125
レストラン 不問 800 ～ 1,125
洗場スタッフ 不問 800 ～ 1,063
送迎ドライバー 不問 800 ～ 1,063

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 794
アイアンドエフビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200
総本家　栃泉 製造職 不問 794
㈱寿荘 配膳係 不問 800 ～ 1,200
湯村温泉魚と屋 配膳・客室係 不問 800 ～ 1,000

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（常　用）
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱寿荘 客室係 不問 200 ～ 250
㈲兵庫ライフサービス 厨房補助 不問 125 ～ 141
㈲寺谷建設 土木作業員 不問 170 ～ 230

　（常　用）
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でハツラツと
した踊りを披
露 し、 ま た、
時折見せるか
わいらしい仕
草に満員の会
場を大いに沸
かせました。
　短い練習期間でしたが、講師を務めた銭太鼓＆エ
イサー教室生の方々からは、「子どもたちから元気
をもらった」という声をいただき、ささゆりの児童
たちからも、「難しかったけど、とても楽しかった」
という声をいただき、とてもすばらしい交流と学習
の機会となりました。また、来年もよろしくお願い
します。

　町人権教育事業ささゆりで学んでいる小学生の皆
さんが、地域で活躍している方々との交流と学習を
兼ねて、文化会館銭太鼓＆エイサー教室の受講生に、
沖縄の伝統芸能「エイサー」を教えてもらいました。
　曲にあわせての
太鼓のタイミング
や足の動きなど、
覚えることが多く
大変な様子でした
が、銭太鼓＆エイ
サー教室生の優し
い指導と児童たちの真剣な取組で、みんな苦労しな
がらも徐々に上達していきました。
　そして、12 月 6 日の「近隣文化祭」本番では、
おそろいの衣装に身を包み、２組に分かれて、元気

H28（2016）.2.12

広報しんおんせん（2月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

文化会館教室生とささゆりの交流

人権コーナー（部落史について②）
ヨメの能力を持っているとされ、彼らはその身がケ
ガレを帯びていると決めつけられていたがゆえに、
社会に不可欠であり役立つ仕事だとしても、当時の
民衆の意識で、いやしい仕事とみなされました。
　このような仕事の担い手は、エタ・非人と呼ばれ
る被差別身分者であり、それは、その仕事をしたく
ないという民衆の想いを支配者が利用し、その仕事
を差別された人々に押し付け、その仕事を通じて、
さらに見下す意識が強まっていったと考えられてい
ます。
　このようなキヨメの能力を持つと考えられた職業
の人々に対して、当時のケガレ観念は、差別意識と
同時に、神秘性と畏

い

怖
ふ

（おそれおののくこと）の面
をあわせ持っていたために、排除されていったとも
考えられています。

　前回の「人権コーナー」の、身分制度の誤りの中
で、被差別部落の方々が様々な仕事についていたこ
とに触れました。今回はその一部を紹介します。
　芸能では、「猿回し」や「三

さん

番
ば

叟
そう

まわし」など、
魔除けや祝い事
に行う芸や、現
在、伝統芸能と
される「能」や

「狂言」「歌舞伎」
など様々な芸能
に携わった人々

がいました。また、朝廷や寺社の支配を受けて、清
掃や死体処理、犯罪人の逮捕、処刑などを行った人々
もいました。
　これらの仕事につく人々は、ケガレを浄化するキ

阿波の正月の三番叟まわし　
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　小中学生に、古歌に関心を持ってもらおうと、小倉百
人一首を使って毎年夢ホールで行っている「新温泉町青
少年新春かるた大会」を 1 月 9 日に開催しました。
　今年は、小学校 4 年生以下の部に 10 人、小学校 5・
6 年生の部に 16 人、中学生の部に 20 人が参加。これ
まで取り組んできた成果を披露しました。
　決勝ともなると、上の句を読み始めると同時に手が動
き、タッチの差でのかるたの取り合いを繰り広げていま
した。

優勝目指して真剣勝負

耳を澄まして一瞬の勝負

　1 月 17 日、健康公園体育館で「第 10 回新温泉町子
ども会交流卓球大会」が開催され、町内の各小学校から
156 人の児童が参加しました。
　試合は、男女に分かれて、6 年生の部、5 年生の部、
4 年生以下の部の個人戦と 1 チーム 5 人の団体戦が行
われ、たくさんの保護者や友だちが応援する中、熱戦が
繰り広げられました。
　団体戦の優勝は、男子が「北小ファイターズ」、女子
が「あすなろＡ」（ともに浜坂北小）でした。

　21 年前の 1 月 17 日に発生した阪神淡路大震災を教
訓に、防災について学ぶ取り組みが、町内の各小中学校
で行われました。
　温泉小学校では、1 月 13 日に全校集会を行い、当時
現地で支援活動を行った大森教頭が震災の様子を語りま
した。その後、5・6 年生を対象に防災学習を実施。講
師は現在新温泉町から宮城県山元町に派遣されている福
井崇弘さんが務め、東日本大震災の発生時の状況や復興
に向けての取り組みなどを説明しました。

大震災を教訓に防災を学ぶ

広報しんおんせん（2月号）

　正月気分を味わってもらおうと、１月３日、但馬牧場
公園で、来園者 100 人に「お雑煮」を振る舞いました。
　園内放送が流れると、家族連れなどがビジターハウス
に集まり、すまし汁のお雑煮を味わっていました。
　近年では珍しく正月に雪のない同園。この日は春のよ
うな陽気で、食後は、放牧された羊や山羊と遊んだり、
芝生広場で体を動かしたりしていました。
　また、1 月 11 日には、来園者 100 人に「ぜんざい」
を振る舞いました。

お雑煮で正月気分

H28（2016）.2.12
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H28（2016）.2.12

笑顔とジェスチャーでおもてなし

　12 月 16 日、加藤文太郎記念図書館で「読書通帳」
の交付が始まりました。
　本を借りたとき、「読書通帳機」にこの通帳を通すと、
借りた日付と本のタイトルが印刷され、通帳 1 冊には
216 冊分が記帳できます。初日のこの日は、68 人が通
帳を作りました。
　浜坂北小 3 年の池口星

せい

姫
ら

さんと今木詩
し

音
おん

さんは、月
に５～６回来館しているそうで、「小学校卒業までには
通帳をいっぱいにしたい」と良い目標ができました。

本をたくさん読んでください

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（2月号）

　12 月 16 日、新温泉町民センターで、4 回目となる「新
温泉町インバウンドセミナー」を行い、30 人が受講し
て外国人に対する接客方法を学びました。
　今回の講師は元日本航空客室乗務員の中村悦子さん。
国際線乗務や国際物流、海外事業開発などの経験を通じ
て得た接客のポイントを講演しました。「笑顔が大切」「言
葉が通じなくても、ジェスチャーなどでコミュニケーシ
ョンを図ろうとする行動が外国人の不安を解消する」な
ど、外国人に好印象を与えるポイントを教わりました。

豊かな岸田川へ　魚道整備
　岸田川には、魚などの遡上が困難な井堰が４箇所あり、
豊岡土地改良センターが魚道の整備を進めています。
　12 月 22 日、新市の上流で「魚道づくり体験」が行われ、
地域住民や浜坂高校の生徒、岸田川漁協の関係者など約
60 人が参加しました。
　体験の前に、美方郡内の魚道整備に協力いただいてい
る徳島大学の浜野龍夫教授が生態系や農業の観点から魚
道の必要性を解説。現場では、棚田状に並べた石を固定
するためのコンクリートを流し込む作業を行いました。

　12 月 20 日、湯村温泉ポケットパークで「湯村温泉あっ
たかグルメ市」が開催され、観光客など多くの人が来場
し、あったかい料理を味わいました。
　会場では、粕汁の無料提供や先着 100 名にタマゴ券
を無料配布したほか、郷土料理「じゃぶ」や牛丼、牛筋
煮込みなどを販売しました。
　初めて「じゃぶ」を食べた方からは「すき焼きに似た
味付け。素朴な味で、とってもおいしい」と好評価をい
ただきました。

あったか料理でおもてなし
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ご
案
内

広報しんおんせん（2月号）

お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

▼
と
き　

3
月
4
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
給

食
費
等
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

浜
坂
み
な
と
海
鮮
ま
つ
り

　

浜
坂
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
3
回
浜
坂
み
な
と
海
鮮

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
浜
坂
漁
港
に
は
、
松
葉

ガ
ニ
を
は
じ
め
、
ハ
タ
ハ
タ
や
赤
ガ
レ

イ
な
ど
〝
海
の
宝
〟
が
水
揚
げ
さ
れ
、

特
に
こ
の
時
期
は
水
ガ
ニ
が
味
を
増
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
な
ど
、
家
族
等
の
方
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談
無
料
）

▼
と
き　

２
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
申
込
み　

予
約
制
で
す
。
事
前
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
せ
り
市
場

▼
内
容

◇
漁
師
汁
の
ふ
る
ま
い
（
数
量
限
定
）

◇
水
が
に
の
釜
揚
げ
、
海
鮮
焼
き
、
ハ

タ
ハ
タ
の
唐
揚
げ
、
カ
ニ
ク
リ
ー
ム

コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー
な
ど
地
元
海
産

物
を
使
っ
た
味
覚
コ
ー
ナ
ー

◇
地
元
の
海
産
物
な
ど
特
産
物
の
販
売

▼
主
催
・
問
合
せ

　

浜
坂
漁
業
協
同
組
合

　

℡
82
‐
３
０
２
０

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

開
発
促
進
講
演
会

　

日
本
海
側
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

に
つ
い
て
、
国
の
調
査
状
況
や
今
後
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
50
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

▼
講
演
内
容

　
「
但
馬
沖
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド

を
活
用
し
た
地
域
振
興
」

　

講
師　

青
山
繁
晴
さ
ん
（
㈱
独
立
総

合
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
）

▼
定
員　

８
０
０
人

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
申
込
み

▼
申
込
期
限　

2
月
19
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
企
画
県
民
部
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
４
７
９

　

FAX
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
０
５
７

　

電
子
メ
ー
ル

　

energy@
pref.hyogo.lg.jp
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座

心
肺
蘇
生
・
応
急
措
置
講
習
会

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
や
救

急
処
置
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
修
了
者
に

は
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
交
付

募　

集

自
然
学
校
救
護
員

　

小
学
校
５
年
生
が
実
施
す
る
自
然
学

校
の
救
護
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
日

　

5
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

▼
勤
務
内
容　

け
が
の
手
当
て
、
心
の

　

ケ
ア
、
体
調
の
確
認

▼
資
格　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
救
命

　

士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
所
持
者

▼
報
酬
等

　

１
回
１
５
０
０
０
～
２
０
０
０
０
円

　
（
交
通
費
、
食
事
代
等
含
む
）

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
７

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の
お
願
い

　

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
や

登
録
申
請
で
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
ま

す
。
継
続
検
査
は
検
査
証
の
有
効
期
限

満
了
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。
窓
口
が
比
較
的
す
い
て
い
る
３
月

中
旬
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

℡
（
０
５
０
）
５
５
４
０
‐
２
０
６
７

さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

美
方
広
域
消
防
本
部

▼
講
師　

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

▼
定
員　

15
名

▼
申
込
期
限　

２
月
19
日
（
金
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み　

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）℡
82
‐
５
６
２
５

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象
者
　
町
内
に
在
住
の
障
が
い
の

あ
る
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ
る
児
童

の
保
護
者

▼
申
込
期
限　

2
月
29
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

地
産
地
消
料
理
教
室

　

地
元
産
の
農
林
水
産
物
を
地
元
で
消

費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
す
す
め
る
た

め
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

２
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

調
理
室　

▼
内
容　

飾
り
巻
き
寿
司
、
地
元
産
野

菜
の
七
彩
汁
、
大
納
言
小
豆
餅
等

▼
講
師　

新
温
泉
町
い
ず
み
会

▼
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
持
ち
物　

米
2
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限　

２
月
17
日
（
水
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

ジ
ビ
エ
料
理
・　
　
　

鳥
獣
被
害
講
習
会

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
捕
獲
し
て
い

る
猪
や
鹿
な
ど
を
食
材
と
し
て
利
活
用

す
る
ジ
ビ
エ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
・
パ
ネ
ル
展
示
を
通
じ
、
鳥

獣
被
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き　

２
月
25
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
楓
」

▼
内
容

①
ジ
ビ
エ
料
理
講
習
会
（
定
員
20
人
）

　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

　

料
理
内
容　

鹿
肉
ロ
ー
ス
ト
、
鹿
肉

シ
チ
ュ
ー
、
焼
き
ボ
タ
ン
等

　

講
師　

西
澤
茂
巳
さ
ん
（
レ
ス
ト
ラ

ン
「
楓
」
店
長
）

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

②
パ
ネ
ル
展
示
、
ジ
ビ
エ
料
理
の
試
食

　

11
時
～
午
後
1
時

※
①
②
と
も
事
前
の
申
込
み
が
必
要

▼
参
加
費　

無
料　

▼
申
込
期
限　

２
月
22
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

座
談
会
「
語
ろ
う
、
わ

が
街
」
参
加
者
募
集

　

新
温
泉
町
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
座
談
会
を
開
催
し
て
意
見
交

換
を
行
い
、
情
報
の
共
有
や
課
題
の
把

握
を
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
肩
の
力
を

抜
い
て
、
期
待
す
る
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
住
み
や
す

い
街
と
は
ど
ん
な
街
な
の
か
、
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

3
月
11
日
（
金
）

　

午
後
3
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
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美
方
郡
広
域
事
務
組
合　
　

臨
時
職
員
採
用
候
補
者
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
員　

事
務
員　

２
名

　
（
事
務
組
合
、
消
防
本
部
に
各
１
名
）

▼
応
募
資
格　

昭
和
31
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
（
満
60
歳
未
満
）

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と
。

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
月
）
～
29
日
（
月
）

▼
試
験
（
面
接
）
日　

3
月
6
日
（
日
）

　

時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
勤
務
条
件
等

◇
賃
金　

日
額
６
４
０
０
円

◇
期
間
・
雇
用
状
態
に
よ
っ
て
割
増
賃

金
を
年
間
2
月
以
内
で
支
給

◇
通
勤
手
当
を
基
準
に
基
づ
き
支
給

◇
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用

保
険
等
に
加
入

▼
採
用　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

▼
問
合
せ

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

総
務
課

　

℡
92
‐
２
４
１
０

自
衛
官
募
集

種　　目 応募資格 受付期間 試験日（一次）

一般幹部候補生

（１）大卒程度試験
　　ア  22 歳以上 26 歳未満の者
　　イ  20 歳以上 22 歳未満で大学を卒業した者
　　　  （見込含）、修士課程修了者等（見込含）は
　　　  28 歳未満

（２）院卒者試験
　　修士課程修了者等で 20 歳以上 28 歳未満の者

３月１日
（火）

～
５月 6 日

（金）

１次
　５月 14 日（土）・15 日（日）

２次
　6 月 14 日（火）～ 17 日（金）
　のうち指定する日

予備自衛官補

（１）一般公募
　　18 歳以上 34 歳未満の者

（２）技能公募
　　18 歳以上で衛生、語学、整備、通信等の
　　国家資格を有する者

4 月 8 日
（金）
まで

4 月 15 日（金）～ 19 日（火）
のうちいずれか１日

問　合　せ 　自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所　℡（0796）22 ‐ 3978

試　

験

生
涯
教
育
課
か
ら
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
記
録
会

　

誰
に
で
も
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
で
、
健
康
づ
く
り
と
体
力

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

▼
と
き

　

３
月
5
日
（
土
）
午
前
8
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
競
技
内
容

◇
個
人
競
技

　

ス
リ
ッ
パ
と
ば
し
、
な
わ
と
び
30
秒

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

投
げ
、
20
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ

◇
団
体
競
技

　

７
人
８
脚
、
大
な
わ
と
び
、
ア
ジ
ャ

タ
（
玉
入
れ
）、
ぞ
う
き
ん
が
け
50

ｍ
リ
レ
ー

※
小
学
生
、
一
般
（
中
学
生
以
上
）、

一
般
女
子
の
３
部
門
で
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

2
月
23
日
（
火
）

「
ア
ジ
ャ
タ
」
っ
て　
　

　
　

知
っ
て
ま
す
か
？

　

ア
ジ
ャ
タ
と
は
、１
０
０
個（
ア
ジ
ャ

タ
ボ
ー
ル
99
個
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
１

個
）
の
玉
を
４
メ
ー
ト
ル
12
セ
ン
チ
の

高
さ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
中
に
い
か
に
速

く
入
れ
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
４

～
６
人
で
行
い
ま
す
。
運
動
会
な
ど
で

行
う
玉
入
れ
の
よ
う
に
制
限
時
間
内
に

何
個
入
れ
た
か
を
競
う
の
で
は
な
く
、

全
て
の
玉
を
入
れ
る
ま
で
の
時
間
を
競

い
ま
す
。

▼
ル
ー
ル
（
概
要
）

◇
１
チ
ー
ム
４
人
～
６
人
で
構
成

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
背
を
向
け
て
審
判
の

合
図
で
競
技
開
始

◇
99
個
の
ア
ジ
ャ
タ
ボ
ー
ル
を
先
に
入

れ
、
最
後
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
を
入

れ
る
（
先
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
を
入

れ
る
と
失
格
）

◇
１
０
０
個
の
玉
が
入
っ
た
と
こ
ろ
ま

で
の
時
間
を
計
測

※
棒
な
ど
の
道
具
を
使
っ
た
り
肩
車
な

ど
で
の
投
球
は
失
格

▼
用
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　

地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
職

場
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

用
具
の
貸
し
出
し
が
可
能
で
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９



25 広報しんおんせん（2月号）

H28（2016）.2.12

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

12 月 11 日～１月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

●まちのうごき●　
　２月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,426 人 （－ 22）

　男 7,344 人 （－ 18）

　女 8,082 人 （－   4）

世帯数 5,790 世帯 （－ 12）

固定資産税第４期
納期限　2月29日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　

　　　　　　税務課　℡ 82-3113



26

広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

広報しんおんせん（2月号）

2 月号
vol.125

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

平
成
2
8
年
　
新
温
泉
町
成
人
式

199
人

が
大

人
へ

の
第

一
歩

を
踏

み
出

す

H28（2016）.2.12


